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妹スバ ドラ- (ジャワではスンバ ドラで知られる)
との恋に落ちたアルジュナは, クリシュナの示唆に
従って, クシャトリヤにもっともふさわしい略奪婚
によってスバ ドラーを得る｡ このような物語の筋は
Adp中のエピソー ドをはば忠実になぞるものであ
る｡
クリースによれば,PYの作者は明らかにAdpを
参照している｡さらに,PYやSW の言語,韻律,倭
107
東南アジア研究 37巻 1号
辞技巧は, 9世紀中頃の中ジャヮで作られた規範的
カカウィンRYからほとんど逸脱 しておらず,カカ
ウィンの伝統はその始まりから1000年近 くの時間
を経た後 もバ リにおいて息づいていたことがわか
る｡ しかし,この場合,バ リ人にとってのカカウィ
ンの伝統は, もはやインド世界を志向するものでは
なく,マジャバヒトによって体現され,18世紀には
すでに失われたヒンドゥー･ジャワ世界を志向する
ものであったと考えるべきであろう｡
しかし,その一方で,クリースは,Adpの中から
アルジュナの浪漫的遍歴という短いエピソードをバ
リ人が繰り返 し取り上げている理由として,バリ独
自の韻文ジャンルであるキ ドゥン文学の影響を指摘
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している｡キドゥンにおいて人気があるパンジ物語
では色好みの遍歴する英雄パンジが主人公なのであ
る｡
現在, クリースはバリのカカウィン作品などに見
られる女性像の分析を進めているところであり,本
書に代表される文献学的研究に基づいた歴史社会学
的研究の深まりが期待される｡東南アジアの前近代
の社会像を再構築する際に外来者の記録に頼ること
が多い中で,カカウィンというジャンル固有のクリ
シェがあるとはいえ,バリ人自身の作品の中から当
時の社会像を読みとる努力は貴重である｡
(青山 亨 ･鹿児島大学多島圏研究センター)
